
令和6（2024）年度
重点課題に対する取組の推進について
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第二次健康増進計画

第二次健康増進計画の重点取組
平成28（2016）年度〜
平成29（2017）年度 ２年間 「市⺠や関係機関への計画の周知」

平成30（2018）年度〜
令和02（2020）年度 ３年間 「⻘壮年期への働きかけの強化」

「糖尿病予防に向けた取組」

令和３（2021）年度〜
令和４（2022）年度 ２年間 「⻘壮年期への働きかけの強化」

「⽣活習慣によるがんの予防と早期発⾒への取組」

令和５（2023）年度 １年間
「⻘壮年期への働きかけの強化」

保護者世代への働きかけ
「⽣活習慣によるがんの予防と早期発⾒への取組」

がんサポート体制・相談窓口の周知 2
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重点取組の選定（令和6年度〜7年度）

第二次健康増進計画の計画期間は、あと２年間。
この2年間は、目標項目のうち、達成に課題が残るもの
に重点的に取り組みたい。

計画の目標項目の中で
①基準値（H26）と比べ、現状値（R4）が悪化している項目 かつ
②中間評価値（R元）と比べて、現状値（R4）が悪化している項目を
確認 ※資料1-2参照
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●１週間の総運動時間の増加
（⼩学５年⽣男⼦、中学２年⽣男⼦⼥⼦）

●児童⽣徒の体⼒合計点の向上
（⼩学５年⽣男⼦⼥⼦、中学２年⽣男⼦⼥⼦）

●定期的に運動をしている者の増加
（４０〜６４歳、６５〜７４歳）

●からだをこまめに動かしている者の増加
（４０〜６４歳）

身体活動・運動
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達成に課題が残る「身体活動・運動」の目標項目



身体活動・運動
肥満、睡眠、⽣活習慣病予防の課題にも
関連する重要な⽣活習慣である

⽣活習慣の⾏動に関するもので、直接的
な変化が期待できる

他計画の中での推進が難しく、健康増進
計画で取り組む必要性が高い

企業・事業所からの身体活動・運動の取
組へのニーズが高い

重点取組を「運動を習慣化する人、身体活動量を増やすた
めの取組の強化」として設定しました。 5

健康日本21（第二次）最終評価でも課題
「健康づくりのための身体活動基準2013」⾒直し
「健康づくりのための身体活動・運動ガイド2023」策定
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（歩） １日当たりの平均歩数の年次推移（20〜64歳）
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出典：健康にいがた21（第3次）

重点取組

「運動を習慣化する⼈・身体活動量を増やすた
めの取組の強化」
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「運動を習慣化する⼈・身体活動量を増やすための取組の強化」
庁内関係課職員が把握している現状・課題 健康増進計画庁内連絡会議意⾒から（R5年度）

乳幼児期 学童期 ⻘年期 壮年期 高齢期

メディア接触の低年齢化、⻑
時間化、運動量低下が心配

【子育て支援課】

園児の肥満度が高く推移
【保育課】

園児の怪我が多い。
顔から転倒、バランスを
崩す。 【保育課】

転んだ時に手が出ない
鉄棒で体を支持できない
けんけんぱができない

【学校教育課】
市の未就学児の運動能力
は他と比べて低い

【スポーツ振興課】

コツコツ貯筋体操
6５歳以上の１割が参加
平均年齢78.5歳
前期高齢者が少ない。

【介護高齢課】

要介護認定申請のきっかけ
第二位は、骨折・転倒

【介護高齢課】

解決すべき他の問題に目
が行き、健康づくりの余
裕がない。【福祉課】

運動不足
運動能力の低下 怪我・転倒の増加

肥満 転倒・骨折
要介護肥満、生活習慣病

運動習慣なし

運動習慣のない人、活動
量が低い人が増えている。

【健康推進課】

肥満が多く、生活習慣病
に関する有所見者割合も
高い。【健康推進課】

メディアの⻑時間化

バランス能力の低下

運動を習慣化する⼈・身体活動量を増やすための取組

【青壮年期】
◇メタボらず体操体験会や骨粗しょう
症予防教室などの健康づくり事業で
アプリの登録勧奨
◇企業や団体組合訪問などでアプリの
登録勧奨

【高齢期】
◇地区活動の健康教育などでアプリの
登録勧奨

【青壮年期・高齢期】
◇会合や健康づくり関連事業などで
チラシ配布と登録勧奨

②グッピーヘルスケア
アプリの登録者の増加
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【青壮年期】＊参加企業対象
◇運動指導者の派遣
◇モルック、ペタンクなどのニュー
スポーツ体験
◇総合体育館の無料券（ワンデイレッ
スン1回分、トレーニングルームID登
録）
◇出張！新体力測定・体組成測定
◇簡単筋トレや腰痛予防など運動に
関する健康教育

③企業や事業所向け
「健康づくり宣言」

運動普及キャンペーン
【乳幼児期】
◇元気館ジャングルキッズで運動遊び
◇保育園での運動遊び・つながりズム
体操

【学童期】
◇小中学校での１学校１取組
【青壮年期】
◇健康づくり宣言での運動普及キャン
ペーン

【高齢期】
◇コツコツ貯筋体操会場で片足立ち
などの運動メニューを強化

【青壮年期・高齢期】
◇会合や健康づくり関連事業などで
チラシを配布

①＋10（プラス・テン）の
普及



「プラス10」の普及

今よりも10分多く体を動かすことで、⽣活習
慣病予防やロコモティブシンドローム、認知症を
予防し、健康寿命の延伸を目指します。
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地域、教育現場、
健康づくり関連事
業などで、子育て
世代や青壮年期
を中心に配布

①チラシを活用した啓発

運動に関心が薄い人に、生活の中にチョ
コっと動くことを取り入れてもらう動機づけ
の啓発チラシとして作成
・チョコ1個分30kcalの運動として、「歩く」他
にも、「風呂掃除」「10分子供と遊ぶ」など青
壮年期を意識

②運動メニューの追加
・保育園での運動遊び（乳幼期）
・コツコツ貯筋体操の運動強化（高齢期）

啓発用チラシ
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グッピーヘルスケアアプリの普及啓発

ウオーキング等の運動、スポーツイベントの参加な
どの健康活動をスマートフォンアプリで「⾒える化」
し、協⼒店舗で利⽤可能なポイントを付与する
インセンティブを設け、運動習慣の定着や健康づ
くりを推進します。
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新潟県推奨の健康アプリ
グッピーヘルスケア

推進会議委員のご意見から、
インセンティブの内容やメリットが
分かるチラシを作成しました。



運動普及キャンペーン（企業・事業所向け）
運動指導者の派遣、体⼒・体組成測定、運動講座の実施などを⾏い、運動を習
慣化する⼈を増やします。また、健康づくり宣言参加企業には、インセンティブとして
運動教室のお試しチケットを配布します。
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〇体幹トレーニング・ヨガなどの指導者派遣
（柏崎市総合体育館）
〇ニュースポーツ体験（スポーツ振興課）

〇腰痛撃退！予防体操と職場環境
〇職場でできる簡単筋トレ
〇からだ年齢チェックと若返りのコツ

〇新体力測定（柏崎市スポーツ振興課）
〇体組成測定会（柏崎市健康推進課）

運動・スポーツ体験 体力・体組成測定

出前講座（健康推進課）

柏崎総合体育館の
〇ワンデイレッスン
〇トレーニングルームID登録料無料

無料チケットの配布
「健康づくり宣言」
参加企業限定

「運動を習慣化する⼈・身体活動量を増やすための取組」

①秋の収穫祭でプラス・テンやウオーキングアプリ
のチラシを配布する。

②インセンティブを明記したチラシを作成し、地域、
教育現場、企業などに配布する。

③④アプリを使い、企業対抗ウオー王（キング）や柏
崎ウオーキングなどのイベントを実施する。インセ
ンティブである協力店舗の拡大に向け、関係機関
の情報を収集する。

⑤青年工業クラブや青年会議所の例会などでウ
オーキングアプリや健康づくり事業を紹介する。

⑥潮風公園内のウオーキングコースなど、HPに掲
載している柏崎市内のウオーキングコースのPRを
強化する。

①プラス・テンチラシ「チョコっと運動」を作成し、地域、
教育現場、企業などに配布する。

①健康づくり宣言の参加企業に総合体育館のレッスン
無料券配布などの運動普及キャンペーンを実施する。

健康アプリ

「グッピー
ヘルスケア」

運動普及
キャンペーン

＋10の普及

①多くの人が集まるイベント（秋の収穫祭）を通じて、
資料を配布してはどうか。
②個人へのインセンティブが分かるチラシやメリットを
伝える工夫が必要。
③ウオーキングキャンペーンの実施、参加賞、達成賞の
贈呈、歩数が増えると抽選で景品がもらえるなど、取
組に対してインセンティブがあるとよい。
④自分や会社の仲間で取組状況を競争することで、見
える化し、継続するためにアプリが活用できるとよい。
⑤若い経営者が集まる青年会議所や青年工業クラブ
でウオーキングアプリをプレゼンする場所を設けると
よい。
⑥歩く機会が自然にあり、健康になれる仕組みや環境
を作れるとよい。海の近くのウオーキングコースなど
潮風を浴びながら歩く場所があるとよい。

①総合体育館のトレーニング室をリニューアルするた
め、利用者を新規開拓したい。

①プラス・テンの取組として、歩く他にも、10分子供と
遊ぶなど分かりやすいポスターを作成してはどうか。
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R6.3.7第２回柏崎市健康づくり推進会議の意見      令和６年度の取組内容〇  〇〇〇



「運動を習慣化する⼈・身体活動量を増やすための取組の強化」

重点課題
「運動を習慣化する人・身体活動量を増やす
ための取組の強化」

重点取組を推進するため、
皆さまからご意見をお聞かせください。

13
〇取組の定着に向けて、皆さまの組織・団体や個人の立場でできること


